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北翔大学人間福祉学部
「ほっこりメールプロジェクト」について
北翔大学人間福祉学部
北翔大学人間福祉学部では、FM北海道と
の共催で、平成２４年４月から８月の間「ほっ
こりメールプロジェクト」を実施しました。
その活動について報告いたします。
プロジェクト概要
目 的
（１）「みんなでほっこり」
「ほっこり」は、「温かい」「ほっとする」
といった意味で使われている現代語です。人
とのふれあいの中で「ほっこり」した気分に
なった体験を聞くと、それを聞いた側もほっ
こりするものです。そうした「ほっこりの連
鎖」を、ささやかでも地域レベルで実現でき
ないかと考えたプロジェクトです。ポジティ
ブ心理学という学問では、「ポジティブな感
情は、不安や悲しさなどの辛い情動反応を緩
和し、創造的な思考や行動を拡大し、人への
優しい行動を増やす」など、種々の良い結果
をもたらすと言われています。ポジティブな
気分でいることで、本人にさらに良いこと、
良い出会い、良い関係をもたらし、さらにポ
ジティブな状態になれるという「ポジティブ
相乗効果（スパイラル）」につながるとも言
われます。ある参加者のポジティブな感情が、
また別の誰かのポジティブな関わりへとつな
がる、といった「連鎖」「相乗効果」が起き
ることを目指しました。
（２）「福祉≒ほっこり」
「福祉」のイメージを、「ほっこり」とい
う人のふれあいの温かさとつなげることを目
的としました。近年、高齢者の人口が増加す
るなど、福祉職の需要は高まる一方ですが、
その職務の厳しさ・難しさと、待遇面での不
十分さなどが知られ、若者の福祉ばなれがあ
るとも言われています。このプロジェクトで
は、「福祉」の場で大切なことは、人と人と
の温かいつながりであると考え、それを「ほっ
こり」という親しみの持ちやすい言葉をキー
ワードとして、地域の住民（特に高校生を含
めた若者層）の福祉への理解や関心を高める
ことを目指しました。
実施内容
ラジオ局・FM北海道（AIRG）とタイアッ
プし、同局の番組内のコーナーとして実施さ
れました。北海道を中心とした地域住民から、
日常生活の中で「ほっこり」した（気持ちが
温かくなった）体験を募集し、ラジオ放送に
よって公表しました。
募集方法 募集は、FM北海道 AIRGホー
ムページおよび専用メールアドレスを用いて
行われました。参加者は、１００文字程度の文
（上限なし）を送信しました。ラジオネーム
を用いての投稿も可能としました。
放送 ２０１２年５月～７月の１クールで行いま
した。FM北海道の番組『DASH９』（毎週火
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曜２１時から２１時４５分。パーソナリティ：Ever-
ZOne）内の１コーナーとして実施しました。
同番組は、若年層のリスナーが多いことから
選ばれました。番組内では、パーソナリティ
によって毎週２～３作品が紹介されました。
各賞 応募作品については、以下の３つの賞
を設定しました。審査は北翔大学人間福祉学
部、北翔大学同窓会「淑翠会」、FM北海道
が行いました。
① オンエア賞：各放送回の近くで応募さ
れた作品から選ばれた作品。
② マンスリー賞：５月・６月・７月それ
ぞれについて、各月の応募作品の中から選ば
れた２作品。
③ MVH（Most Valuable Hokkori）賞：
全作品の中から、佳作（５作品）・優秀賞
（３作品）・最優秀賞（１作品）が選出。
応募作品の紹介
応募総数は１７５通でした。地域は北海道内
が１２３通、道外が５２通でした。九州・山陰・
北陸・中部・関東・東北その他幅広い地域か
らの応募がありました。インターネットで二
次的に情報が広がったとのことでした。また、
年齢は１０代から６０代まで、非常に幅広い層か
ら応募がありました。
各作品は、北翔大学ホームページでも見る
ことができます。また、twitterや facebook
などの、ソーシャルネットワークサービス上
のアカウントでも公開しています。以下では、
マンスリー賞と、MVH賞の作品を紹介して
いきます。
ホームページ http：／／www．hokushou．ac．
jp／schools／h_services／hokkori_f
twitter ほっこりメールプロジェクト＠
HOKKORI_MAIL
facebook （コミュニティ）ほっこりメール
プロジェクト
マンスリー賞
ここではまず、５月・６月・７月の月間賞
「マンスリー賞」に輝いた作品を紹介します。
【５月マンスリー賞作品】
●ラジオネーム・あたりまえ体操さん
結婚１７年お蔭様で仲良しこよしの夫婦
１７年かわらず夫は優しい人
たまーに？私の腰にシップを貼ってくれる
夫、しゃっこいじゃないですか 夫は手の
平にシップを挟んで少し温めてから貼って
くれます
このシグサを見てほっこりとします
●ラジオネーム ゆりさん
（MVH賞・No１に記載）
【６月のマンスリー賞作品】
●ラジオネーム ちいちゃんさん
小さい頃からの夢だった保育士になれたあ
たし。
でも働いていると失敗ばかりで落ち込む毎
日です。
そんな中で子どもからプレゼントされた一
輪のチューリップ
家の前に咲いていて綺麗だったからと手渡
されました。
きっとバスに乗ってる間、お花が枯れてし
まわないかどきどきしながら
持ってきてくれたんだと思うと胸が熱くな
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りました。
そしてもっともっとこの子たちの笑顔がみ
たいと強く感じたエピソードでした。
●ラジオネーム 涼花さん
以前私は病気が悪化し入院した事がありま
す。
自分へのいらだちや外に出る事すら出来な
く抜け殻のようでした。。
私の母はいつも厳しく仕事で家にいなくお
見舞いにもきてくれませんでした。
しかし退院する前日母から一通のメールが。
「今のあなただから出来る事が必ずある。
あせらなくていい。ゆっくりでいい。
ママはあなたの人生の応援団です。」涙が
止まりませんでした。
【７月のマンスリー賞作品】
●ラジオネーム さっちょこさん
いつも父に素っ気ない態度を取ってしまう
私。
先日、椅子の上でうたた寝をしてしまい、
目が覚めると布団がかけてありました。
父がかけてくれていたのです。
そんな父の何気ない優しさに、とても胸が
熱くなり、今まで父に対して取っていた態
度がとても恥ずかしくなってしまいました。
これからは父に対して取っていた態度を少
しずつ改めていこうと思います。
●ラジオネーム 聖子さん
三歳の娘と自宅にて。雨が続き、洗濯物が
乾かない！
と私が嘆いていると「私がフーフーして乾
かすわ！」と娘。
気持ちは嬉しいけど洗濯物は乾きません。
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でも、ママのじめじめした気持ちは乾きま
した！ありがとう！
MVH賞と授賞式
MVH賞の発表は、２０１３年８月４日の北翔
大学祭「北翔祭」での授賞式の中で行われま
した。実際の作品は、前頁にある公表用資料
をご覧ください。最優秀賞は、高校生による、
通学場面での一風景を紹介した作品でした。
子どもの純粋さや優しさ（No１、No５１、No５８）、
親子のつながりやきずな（No３８、No４４、No
１２２）、地域で暮らす人々との出会いやつなが
り（No１３０、No１０、No１１２）など、日々目に
する何気ない風景の中に、たくさんのやさし
さや温かさがあることに気づかせてくれる作
品ばかりでした。
最優秀賞の「ゆりさん」と優秀賞の「とし
こさん」は、授賞式にも参加して下さいまし
た。当日は、ほっこりメールプロジェクトの
パーソナリティを務めてくれた EverZOneno
の６人が、MCとライブで来場者を楽しませ
てくれました。
参加者からの感想
プロジェクト参加者の中には、応募フォー
ムの自由記入欄に感想を書いて下さる方もい
ました。その一部を以下、紹介します。
【参加者からの感想】
● ほっこりするかはわかりませんが、私
自身ほっこりの気持ちは忘れず、過ご
してます★
● ほっこりを共有できる素敵なプロジェ
クトですね♪是非、参加させて下さい！
● 父はいつもラジオを聴きながら、夜勤
をしに出勤するので、父に聴いて欲し
いな～。ほっこりプロジェクトに感謝
です。
● 文章を打っていて改めてほっこりしま
した。
● いろいろな人の作品を読ませていただ
いたほっこりさせていただきました。
● ほっこりエピソードたくさん集まって
ほしいです！
● すごく笑顔になれることっていっぱい
ありますね！
● ほっこりメールプロジェクトはとても
良い企画ですね★これからも続けて欲
しいです！
● ちょっと恥ずかしいですが、応募させ
ていただきます。
● 独り占めしたかった嬉しい言葉でした
が、公開します（笑）
● 仕事に追われる夫を持っている奥様の
方々がこの「ほっこりエピソード」を
読んで少しでも共感していただけるな
ら、夫の激務でうつ病になった場合に
「現代病」だと思って長い目で見てやっ
てもらえるとありがたいです。
● 少し長くなってすみません。これを聞
いて病気と闘っている人の応援になっ
たら嬉しいです。病気になったから気
づいた事・学んだ事たくさんあります。
悪い事ばかりではないと思うんです。
だからこそ諦めないで人生を楽しんで
欲しいです。
● 人に対しての偏見が少しでもなくなれ
ばみんなもっと自分らしく生きること
132 人間福祉研究 第１６号 ２０１３
が出来ると思います。
● このほっこりメールプロジェクトのお
かげでイライラしとていた自分が「こ
んな日もある」と立ち直ることができ
ています。考案してくれた皆様への感
謝の気持ちでいっぱいです。
● ほっこりしたこと？することだいすき
です。見たり聴いたり感じたり・・・
日々できることが幸せですよね？自分
がされてもうれしいですし、してあげ
たことを相手が喜んでくれたらもっと
うれしい、なんてことない１日が素敵
な１日になれますし自分もいい気持ち
になって日々成長できる。優しい人に
１歩近づけた気がしてきます。素敵な
企画だと思います。色んな方々のほっ
こりメッセージ知れたらうれしいです。
自分もほっこりしたいです。
プロジェクトを純粋に楽しんでくださって
いるという声、プロジェクト主旨への賛意や
応援の声、生活に役立ててくださっていると
いう声などがありました。また、応募作品の
中には、病気の療養をされている方、障害を
抱えながら生活されている方、かつて傷つい
た体験をした方からのエピソードも多くあり
ました。困難や苦しさの中で得たやさしい気
持ちになる体験を、他の誰かがやさしい気持
ちになることを願ってシェアしてくださって
いるようでした。
まとめと課題
このプロジェクトは、地域の中で、「ほっ
こり」した気持ちの連鎖が起こることを目指
したものでした。集まった「ほっこり」作品
は、読み手として「ほっこり」とした気持ち
が湧いてくるものばかりでした。また、参加
の方々の感想からは、プロジェクトに参加す
ることで「ほっこり」した体験への感受性が
増すこと、日々のストレスや辛さがほんのわ
ずかながら和らぐことなど、色々な可能性が
あることが分かりました。
参加者の中には、誰かが聞いてくれること
を願って投稿された方や、実際に親が送った
エピソードを子どもが聞いてさらに子どもが
エピソードを送るというやりとりもありまし
た（MVH賞：No．４４）。非常にささやかでは
ありましたが、ある人が感じた「ほっこり」
を、こうしたメールやラジオを通して発信し、
それを誰かが知ることで、その人の気持ちに
も「ほっこり」とした気持ちが広がることは、
確かなようでした。
また、病気や障害、過去の辛い体験などを
持った方々が、自らの体験を語る場としても
活用してもらえた面もあったようです。ある
人の体験が他の誰かの気づきにつながったり、
「ほっこり」という視点から自らの体験をあ
らためて振り返ったりと、色々な活用の可能
性があったように思われます。本プロジェク
トが「福祉」領域の活性化も目指しているこ
とからも、こうした場となれたことは貴重な
事と思われます。
参加の方々の間では色々な良い効果が見ら
れた本プロジェクトですが、実際の地域への
浸透度はまだまだ不十分と思われます。今後
は、プロジェクトの内容の改善とともに、こ
うした活動の輪を、自然に広げていける工夫
も考える必要があると思われました。
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※ほっこりメールプロジェクト
主催（共同）：北翔大学人間福祉学部、FM
北海道（AIRG）
後援：北翔大学同窓会「淑翠会」
プロジェクト運営委員：林恭裕（人間福祉学
部長）、今井博康、川崎直樹、佐藤郁子、新
川貴紀、久末久美子（以上、人間福祉学部教
員）、北翔大学アドミッションセンター
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